
国立教育政策研究所
National Institute for Educational Policy Research

「データ駆動型教育の実現に向けて」

国立教育政策研究所教育データサイエンスセンター長

増子則義

令和８年１月１０日



教育再生実行会議第十二次提言（令和3年6月3日）
「ポストコロナ期における新たな学びの在り方について」

４．データ駆動型の教育への転換
～ データによる政策立案とそのための基盤整備 ～（抄）

政策の立案・実施に当たっては、現状を的確に把握した上
で政策の効果を検証しつつ進める必要があります。これまで
教育に関しては、この部分が十分ではなかった面があります。
今後、政府全体のデジタル化の推進の一環として、教育のデ
ジタル化を進め、データ駆動型に転換する中で、教育政策に
おいても各種のデータを効果的・効率的に取得し、学術的な
知見も踏まえ分析するとともに、これらの結果を活用して効
果的な政策を立案・実施していくことが強く求められます。
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併せて、

① 児童生徒に関するデータ（学習履歴や生活・健康面に関す
るデータ）、

②教師の指導・支援等に関するデータ、
③ 学校・自治体に関する行政データ等

の取得や効果的な活用にも取り組む必要があります。

一方、教育政策の効果については、テストスコアに表れる学
力だけでなく多面的な観点から分析する必要があることや、分
析の目的によっては、効果が得られるまでに時間を要するなど
の特性があることにも留意する必要があります。
こうした点も踏まえ、数値化して分析する努力を最大限した

上で、数値化が難しい側面についても、可能な限り情報を収
集・分析し、総合的に判断して取り組むことが求められます。
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また、こうしたデータによる現状把握等や基盤整備のために
は、国において、司令塔となる組織の体制の強化や大学の研
究・教育の機能拡大を図るなど長期的に結果を出すことができ
る持続可能な体制を確立するために抜本的な改革が求められる
とともに、学校の設置者においてもその規模や実態に応じて必
要な体制を整えていくことが必要です。
なお、データの収集・利活用に当たっては、個人情報の保護

や本人・関係者の理解を得ることに配慮することが重要です。
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教育データサイエンスセンターが目指すもの

◇「公教育データ・プラットフォーム」の構築
- 国や自治体の政策・実践に役立つ教育分野の調査データや研究成

果・取組事例を共有するプラットフォームの構築

- 持続可能な将来像の検討

※R4：試行版構築、R5：運用開始

https://edpportal.nier.go.jp/

教育データや取組を共有するための基盤整備

◇CBT（コンピュータ使用型調査）調査研究事業
- 全国学力・学習状況調査のCBT化、CBT化に伴う調査の深化に関す

る研究等

◇国研プロジェクト研究「個に応じた学習指導のための教
育データ利活用の基盤形成に関する調査研究」(R6～8）

- 教育データ利活用に関する知見の整理、現状把握

- 多機関共同で教育データを利活用する実践研究

◇公募型研究（教育データ分析・研究推進事業）の実施
- 先進的なデータ駆動型の教育データ分析・研究の実施

教育データ分析・研究の推進

◇教育データサイエンス推進研究に関する所内外との協働・連携
- 学力、生徒指導、教育格差などの教育政策課題に係る研究に関し、

データサイエンスの観点から広く協働・連携

◇自治体を対象とした教育データ活用講座、個別助言
- 自治体担当者向け動画講座の作成・HP掲載、全教連（全国教育研

究所連盟）などとの連携

- 自治体の要請に応じて個別に教育データ活用支援・助言

国や自治体における教育データ分析・研究の支援

データ駆動型の教育を実現し、さらなる教育の質向上を図るため、教育データを効果的に収集・分析し、その結果の活用

を促進するための環境整備等が求められている（「教育再生実行会議第十二次提言」令和3年6月）。

→そのため、我が国の教育データ分析・研究、成果共有の拠点(ハブ)として、令和3年10月に国立教育政策研究所内に発足

した「教育データサイエンスセンター」において、以下の取組を実施していく。

＜令和７年度の取組＞
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データカタログ

研究成果・事例

• 文科省等が実施する各種調査の結果等

を検索可能な形で一覧化

• 研究者等に貸与可能な調査の手続等を

掲載

• 国の研究成果や自治体の取組事例等につ

いて、政策や実践で効果的に活用できる

よう検索可能な形で分かりやすく掲載

※令和５年度公開の試行版は、主に初等中等教育段階のデータを掲載URL : https://edpportal.nier.go.jp/

可視化データ（R７．４～）

• 公教育データ・プラットフォームに掲載さ

れているデータの一部を視覚的に分かり

やすく掲載

国立教育政策研究所において、「教育再生実行会議第十二次提言」や「デジタル社会の実現に向けた重点計画」等を踏まえ、文部科学省・国立教育政

策研究所等が実施した教育分野の自治体・学校等の状況に関する調査データや研究成果・取組事例を集約するプラットフォームを構築し、データによ

る現状把握やそれを踏まえた政策・実践の改善・充実、新たな知見の創出につながる研究の活性化を図る。
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⚫滋賀大学
• 教育データサイエンスの推進に係る連携協力協定締結（R4年10月）
• 共同研究（堺市×滋賀大学×国研）の実施（R4年10月～）
プロジェクト研究「学力アセスメントの在り方に関する調査研究」及び「個に応じた学習指導の

 ための教育データ利活用の基盤形成に関する調査研究」において堺市学力調査等のデータ分析
• デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業（R4年9月～）
教職大学院で専修免許状に「教育データサイエンス実践学」を付記。アドバイザリーボードメン

      バーに国研EDSC長

⚫京都大学
• 緒方広明教授のプロジェクト研究「学力アセスメントの在り方に関する調査研究」への参画（R4

年4月～）。緒方教授は国研上席フェロー。
• 公募型研究（教育データ分析・研究推進事業）委託（R5～）
• 公募型研究成果報告会（R8年1月）に国研EDSC長参画

⚫岡山大学
• デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業キックオフシンポジウムに国研EDSC長参画

（R5年2月）

⚫広島大学
• 教育学部数理・データサイエンス教育強化コンソーシアムワークショップにて国研EDSC長講演

（R4年3月）

⚫その他
• 喜連川優情報・システム研究機構長（国研上席フェロー）による所内セミナー（R4年6月、R7年10

月）
• 公募型研究委託（R5東京成徳大学、R6鎌倉女子大学）
• 教育データサイエンス教育に関する教員養成系大学へのアンケート、先進事例ヒアリング

大学等との連携状況

７



URL  https://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/div12-data-sci.html#kouza

動画： 教育データ活用力向上のための入門講座

自治体・教育委員会職員向け

８

これからデータ活用に取り組む教育委員会の指導主事等（特に小・中学校段階）を対象とした入門
講座です。第１部はデータを解釈する知識やスキルに関して、第２部は発展として、データを目的に応
じて可視化する方法であるBIやExcel等のツールの活用や大学等の研究機関と連携した取組を紹介
します。

これに加え、全国学力・学習状況調査の結果を最大限に生かし、日々の指導改善・充実につなげる
ためのデータの見方などに関する解説動画も公表しています。
 

（動画テーマ）
＜教育データ活用力向上のための入門講座＞
【第１部】
•データを解釈する
【第２部】
•データを目的に応じて可視化する
•課題解決のため、データを取得・分析する

＜全国学力・学習状況調査の結果を活用するための解説動画＞
【令和５年度】
•調査結果を活かすための原理的な考え方と具体的な手順について、考え
を深める
•一つの問題を対象に、統計的な結果の見方も用いて、解釈の深め方を知る
【令和６年度】
•複数の問題を通して、誰が、どんな問題に解答できているのかパターンを
見る
•児童生徒にどんな資質・能力が身に付いているかを教室で検討する
【令和７年度】
•調査結果を活用し、自治体の施策や学校の取り組みの効果を見取る
•問題や解答結果の分析を通して、児童生徒の「つまずき方」を把握し、指導
改善につなげる
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個に応じた学習指導のための
教育データ利活用の基盤形成に関する調査研究

・GIGAスクール構想等で教育データが質・量とも充実。全国学調のCBT化による学習指導の改善の期待
・しかし、児童生徒が教育データを活かして一人一人の特性等に応じた教育を受けられているかは課題
・ドリル的な活用を超え、教師が個々の学習過程を見取りながらの指導、その工夫を支える施策に教育データが如何に寄与
しうるか明らかではない

⚫ 大学、自治体、学校が連携した研究の先駆的知見等を活かした実践研究を通じ、全国学調などの大規模アセス
メントから日々の学習指導に至る様々な教育データを、学校現場の指導や自治体の施策等を通じ、個に応じた
学習指導の実現につなげる方略を提示する

⚫ その成果をもとに学校や自治体での教育データ利活用の輪を拡げ、教育DXの確実な推進に寄与する

趣

旨

課

題

児童生徒の情報が学校や行政、事業者等
が管理する学習・校務等のデータに分散

学校現場が単独でデータを利活用するに
は労力、スキルとも不足

行政が行う大規模アセスメントと日々の
指導をどう結び付けるかの知見が不足

【校務系】

評価
指導記録

学習計画

【授業】

分 析

デ
ー
タ

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

学習過程

思考過程

思考過程

学習状況

発問・対話 観察・調整

見取り 見通し

一斉授業

協調学習

教 師

事業者 行 政

・学習過程に基づく学びの「振り返り」や「見通し」
・思考過程に基づく理解の「成長」や「つまずき」
・学習状況等により把握される「関心」や「課題」

・教師が、一人一人の成長やつまずきを
対話を通じて把握し、指導を工夫する

・児童生徒一人一人が、学びを振り返り
ながら、主体的に見通しを立てて学ぶ

個
に
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た
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導
に
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育
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が
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研究者
教育
委員会

【各種調査】

学力調査

アンケート

分 析

デ
ー
タ

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク【学習系】

デジタル教材

レポート
ドリル

分 析

デ
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タ
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ク

大
学
、
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体
、
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校
等
の
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携
で
、

シ
ス
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用

・国研、大学、自治体、学校等の多機関共
同での実践研究を通じて教育データを
利活用する枠組みを構築

研究期間：令和６ー８年度
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R6年度教育研究公開シンポジウム R6.11.9
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いま、なぜ教育データサイエンス教育か、そしてどう進めるか

＜申込方法＞

以下の受付URL又は二次元バーコードより

https://forms.office.com/r/nFPDjD8ST0

国立教育政策研究所 令和７年度公開シンポジウム

開催趣旨
質の高い教育のためのデータ駆動型教育の進展に向けて、大学、とりわけ教員養成系大学における教育データサイエンスの教育の重要性が高まっています。本シ
ンポジウムでは、米国の研究動向や日本の現状を俯瞰しながらその意義を考察するとともに、先進的に取り組む大学の成果や課題を共有しつつ、関係機関との連
携を含めた今後のあり方を展望します。

1１

ハイブリッド開催。
皆様のご参加を心より
お待ちしております！



学校における教育資源の不足感

ICT等が
不足又は
不適切

16.6%

22.7%

11.4% (34.8%) 

12.2% (31.9%) 

ICT等の
利用による
学習支援

48.0% (38.5%) 

67.5%

70.1%

45.9% (35.0%) 

指導実践実施度の自己評価

ICT等について

OECD/TALIS2024（国際教員指導環境調査）
の結果から

OECD平均（中学校）

日本（中学校）

日本（小学校）

参加国平均（小学校）

1２

点線及び（ ）内の
数字は2018年調査



ICT等について

授業にICT等
を

取り入れる
教育スキル

ICT等を
使用する

技術スキル

46.7% 

26.7% 

43.2% 

20.2% 

47.8% 

28.4% 

43.7% 

21.4% 

専門的な学習の必要性

児童／生徒の
学習への関心

を高める

児童／生徒が計画
を立て、進捗管理
する力を高める

児童／生徒の
学業成績向上

に役立つ

96.2% 

92.0% 

92.4% 

81.9% 

82.4% 

78.9% 

75.8% 

74.5% 

85.0% 

76.9% 

71.2% 

68.1% 

児童／生徒が課題
について効率的に

協力するのに
役立つ

89.6% 
78.7% 

86.5% 

74.0% 

児童／生徒の学習へのICT等
の使用に関する考え方
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AI（人工知能）について

AIの授業等での使用（過去12か月）

AIを授業で
使用した

16.0% 

36.9% 

17.4% 

36.3% 
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AI（人工知能）について

AIの使用についての考え方

授業計画の作成
改善に役立つ

特定の支援が必要
な児童／生徒を支援

教科書教材を児童
／生徒の能力に
合わせて調整でき

る

個別サポートを
支援

事務的業務の

自動化に役立
つ

55.7% 

61.8% 

64.8% 

59.1% 

53.0% 

62.0% 

61.5% 

51.7% 

71.1% 

54.3% 

66.5% 

41.6% 

72.2% 

59.6% 

69.4% 

52.2% 

79.1% 

55.0% 

73.1% 

44.9% 

児童／生徒が他人
の成果物を自分の

ものと偽る

AIは不適切又は

正しくないかもし
れない提案をす

る

偏った見方の
増大

67.0% 

59.7% 

72.1% 

71.9% 

68.2% 

61.1% 

66.5% 

66.4% 

48.4% 

40.4% 

51.0% 

42.5% 

データセキュリティ
の危険

不適切な指導
法の提案

43.9% 

40.2% 

41.6% 

25.3% 

55.2% 

46.1% 

54.5% 

30.8% 
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・ 調査結果によれば、教員のICT等に関する不足感は大きく減少し、国際
平均より良い状況。他方で、質の高い教育に向けた学習支援等への活用
については、国際平均より低い。

・ テクノロジーの急速な進展により、教育の様々な場面におけるＡＩ活用の
可能性が広がっている。
  調査結果によれば、ＡＩの使用状況は、小中学校とも国際平均よりかな
り低い。児童生徒の個別サポートや事務的業務の自動化等にＡＩが役立
つと考えつつも、そのリスクを認識している教員の割合が高い。

＊データ分析におけるAI活用（例：傾向分析、文章・画像・動画分析、可視化など）に
関する研究の深化も期待されます。 

簡単な自己紹介から
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●子どもたちの学びのために
大規模学力調査（国、自治体）、定期・単元テスト、学習計画/振り返り、
個別最適な学び、協働的な学び、自己調整学習等に資する学習履歴の
把握（所要時間、書き込み、問題への回答等で理解度やつまずき等を認
識）等
←学校内だけでなく家庭学習の状況の把握でも活用できる

●学校・学級経営のために
出欠、健康観察その他生活情報等

●教育行政の高度化のために
教育EBPMへの寄与等
⇒教育データは、教員の経験知とあいまって教育改善に資する。
様々なデータが得られる時代において、いかなるデータを、いつ、いかなる場面で、どのよう
に取得するか、そしてそれをどのように教育改善に生かすか、好事例の蓄積・横展開、教育
学の深化とともに、産学官連携に期待しています。

簡単な自己紹介から

1７

教育データの活用場面の例



ご清聴ありがとうございました！
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